
　4月には、併設する児童館・学童クラブ・地域
包括支援センター・街かどケアカフェが開設し、
子どもから高齢者まで幅広く利用できる施設とな
ります。

光が丘福祉専門学校・介護人材の育成
　介護福祉士養成施設「光が丘福祉専門学校」で
は、一期生が国家資格の取得を目指しています。
9月には二期生の募集を開始し、入学選考が順調
に進んでいます。引き続き、学校、区内事業所と
連携し、学生の住まいと学費をサポートしながら、
卒業後の区内での就職を促進します。
　区は先月から、学校をお借りして、外国人介護
職員向けの国家試験対策講座を実施しています。
試験後には交流会を開催し、地域で孤立すること
なく働き続けられるようにします。

福祉・健康施策
●中村橋区民センターの開設

中村橋区民センターの大規模改修が完了し、障
害者、高齢者など利用者の特性に配慮したバリア
フリー機能を備えた施設となりました。今月17日
には、心身障害者福祉センター、貫井地域集会所、
中村橋地域包括支援センター及び街かどケアカ
フェつつじが、来月1日には、貫井学童クラブが
区民センターでの運営を開始します。
●聴覚障害者向け電話代理支援サービスの開始

電話代理支援サービスを開始しました。聴覚な
どに障害のある方が、ご自身のスマートフォンや
タブレットのビデオ通話機能等を活用して、手話
通訳オペレーターを介し区役所や区立施設への問
合せができるようになりました。引き続き、情報
バリアフリー環境の充実に努めていきます。
●新型インフルエンザ等対策行動計画の改定

新型インフルエンザ等対策行動計画を改定し
ます。
　新たな呼吸器感染症の発生も視野に入れ、感染
の波が複数回来ることを想定して、準備期、初動
期、対応期ごとの実施体制や取組内容を明らかに
します。なお、通称は「新たな感染症の危機に備
える練馬区行動計画」とします。
　コロナ禍では、感染拡大の防止と医療提供体制
の充実、区民・事業者の支援、社会インフラの維
持の3分野で、全国に先駆けて様々な施策に取り
組みました。ワクチン接種体制練馬区モデルの構
築、生活相談コールセンターの設置、保育所や介
護・障害者施設の運営支援などで得た知見、経験
を計画に反映します。

防災、まちづくり、環境施策
●耐震改修促進計画の改定

耐震改修促進計画を改定します。新たな数値目
標のもと、緊急輸送道路沿道建築物、分譲マンショ
ンや2000年基準を満たさない木造住宅などにつ
いて、助成金の拡充、周知啓発や個別勧奨などの
取組を強化し、耐震化を一層促進します。
●マンション管理適正化推進計画の見直し

昨年度の実態調査により、築40年を超える高
経年マンションが、著しく増加することが判明し
ました。
　管理不全の拡大を防ぐため、マンション管理適

正化推進計画を見直します。アドバイザー制度利
用助成の充実、助言・指導等の強化などにより、
管理組合による自主的かつ適正な維持管理を促進
していきます。
●空き家等対策計画の改定

空き家等対策計画を改定します。
昨年度、実態調査を実施し、空き家が1,416棟、

そのうち327棟が建築基準法上の接道要件を満た
していないことが明らかになりました。防災まち
づくり推進地区に指定している田柄地区では、将
来こうした空き家が増加することが懸念されてい
ます。建替えや除却を促進するため、区では初と
なる空家等活用促進区域に指定し、接道要件の緩
和など建替え基準の見直しを行います。
　司法書士会など専門家6団体の協力を得て、管
理不全状態の空き家の所有者に対し、新たにアウ
トリーチ型の支援を行います。
　近隣への影響が著しい、いわゆる「ごみ屋敷」の
解決に向けて、引き続き、環境、保健、福祉など
の関連部門が連携・協力し、必要な行政サービス
に繋げます。
　なお、これまでに述べた各計画は、来月素案を
公表し、区議会並びに区民の皆様のご意見を頂い
たうえで、年度内に成案化する予定です。
●鉄道駅のエレベーター増設

小竹向原駅2ルート目の練馬区側エレベーター
の早期設置を、東京メトロと西武鉄道に強く要請
してきました。本年4月東京メトロは、中期経営
計画で、設置に向け検討を推進するとしました。
早期実現に向け、東京メトロ・西武鉄道との協議
を進めます。
　光が丘駅2ルート目のエレベーターは、6月か
ら設置工事が行われており、来年度中に供用開始
の予定です。
●ねりまみどりフェスタの開催
　「ねりまみどりフェスタ」を、練馬こぶしハーフ
マラソンと同日の来年3月22日、光が丘公園で初
開催します。
　フェスタでは、みどりを守り育てる活動を行っ
ている、区民団体などの取組等を紹介します。憩
いの森管理団体や練馬環境造園協会などの協力の
もと、子どもも大人も一緒に楽しみながら、みど
りや生きものと直接ふれあい、様々な遊びや体験
などを通じて、練馬の魅力を感じられるイベント
とします。

キャッシュレス決済ポイント還元事業
の実施

　物価上昇の区民生活への影響を緩和するととも
に、区内商店街等での消費喚起に繋げるため、本
年2回目のキャッシュレス決済ポイント還元事業
を行います。ポイント還元率は10％、12月1日か
ら12月31日までの31日間実施します。

新たな施設予約システムの稼働
　来年1月に新たな施設予約システムが稼働しま
す。これまでシステム未対応だった図書館と庁舎
の会議室など19施設を加え、113施設について7
月利用分から順次予約受付を開始します。
　また先月から、キャッシュレス決済を拡大し、
地域集会施設やスポーツ施設などで利用できるよ

うにしました。
　今後もオンライン化・キャッシュレス化を推進
し、利便性の向上に努めます。

おわりに
●世界で活躍する日本人

今年のノーベル生理学・医学賞を坂口志文氏、
化学賞を北川進氏が受賞しました。これまでの
31人に上る受賞者は、日本国民の力量を世界に
示すものだと思います。誇らしい限りです。今後
も2人に続く方々が現れることを心から願ってい
ます。

メジャーリーグでは、大谷翔平選手が3年連続
4度目のMVPという偉業を達成しました。ワール
ドシリーズ連覇を果たしたチームを投打で牽引し
た活躍は、これまでのメジャーリーガーのイメー
ジを遥かに超えるものでした。私だけでなく、多
くの皆様が胸を熱くしていたと思います。
●区政を取り巻く政治経済情勢

国政では先月、新たな連立政権が発足しました。
衆議院では近く過半数に達する見通しですが、参
議院では少数与党となっています。
　中東では、和平に向けた停戦の第一段階が進み
つつあるものの、現在も予断を許さない状況にあ
り、ウクライナ情勢は先を見通すことができませ
ん。中国との緊張も浮上しています。

トランプ大統領が就任して1年が経とうとして
います。関税措置は、世界経済に重い影響を及ぼ
し続けています。アメリカ国内の社会の分断が深
刻化すると懸念されています。
　私たちは、引き続き先行きが不透明で不確実な
状況に置かれているのです。
●大江戸線の延伸・区政運営への決意

都は先月、大江戸線の延伸について、事業化に
向けた検討結果を公表しました。これにより大江
戸線の延伸は大きく前進しました。区は、都が進
める事業計画案の作成、国との協議に全面的に協
力していきます。
　事業化に向けて、新駅予定地周辺のまちの姿を
明確にすることが求められています。区は、駅前
空間の整備内容を加えた「沿線まちづくりデザイ
ン」の策定に着手し、鋭意検討を進めています。
大江戸線延伸推進基金を引き続き計画的に積み増
していきます。
　区民の皆様と力を合わせた甲斐があって、練馬
区は今、更なる発展の時を迎えています。練馬区
の福祉医療サービスは飛躍的に充実し、都市イン
フラの整備も着実に進みました。区の人口は75
万人を超え、今後も増加を続ける見込みです。練
馬区は、全国でも極めて稀な、豊かな可能性を持っ
たまちなのです。
　今後は、実現に向けて大きく前進した大江戸線
の延伸を基軸として、福祉医療サービスを更に充
実し、文化・スポーツ・みどりなど、区民生活を
より豊かにする施策を組み合わせ、一体で取り組
んでいく。これによって、練馬区はもっともっと
発展する、そう確信しています。
　引き続き、区議会の皆様、区民の皆様と力を合
わせて、全力を尽くしたい。お力添えを心からお
願い申し上げます。

区ゆかりの4選手が東京2025デフリンピックでメダルを獲得！
山田真樹選手
金金 銀銀 銅銅陸上男子400m、 4×400mリレー金金 銀銀 銅銅陸上男子200m 

山田瑞恵選手
金金 銀銀 銅銅卓球女子団体戦 金金 銀銀 銅銅 卓球女子ダブルス 

森こころ選手
金金 銀銀 銅銅空手女子 形 団体戦

原口凌輔選手
金金 銀銀 銅銅サッカー男子

おめでとうございます！
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https://www.city.nerima.tokyo.jp/kankomoyoshi/sports/deaflympics2025/2025defu.html



